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旭労災病院の消化器内科主任部長の小笹医師と消化器内視鏡技師の板谷看護師に当院の下部

消化管内視鏡検査について聞いてみました。 

 

司会 ：コロナ禍での下部消化管内視鏡検査の現状を教えてください。 

 

小笹医師 ：2019 年新型コロナウイルスが中国で報告されてから、2020 年 4 月に愛知県の緊急

事態宣言が発令されため、内視鏡検査に影響が出始めました。通年は月１００件～１８０件の検

査数でしたが制限をかけて６０件程度に縮小しなければならなくなりました。理由としては、患

者エリアの３密対策のため人数の制限、また、医療者側の感染対策物品の不足です。現在は感染

対策物品は確保できていますが、下部消化管内視鏡検査においては、１日８～１０名だった検査

数を、３密対策の手段としてやむなく６名までとしています。 

新型コロナウイルスは、未知のウイルスで対応がわからないこともあり、この頃は患者自身

も病院受診も自粛するケースが多く、実際に検査を必要とする人の検査が遅れることが危惧され

ることから、2020 年６月にはガウンやマスクなども確保できるようになり、内視鏡学会のガイ

ドラインを参考にしながら感染対策を行い、少しずつ件数を増やしながら検査が必要とされる患
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者の対応を行ってきました。それでも、度重なる緊急事態宣言のため、検査数の減少はやむ得な

い状況です。 

 

司会 ：感染対策で注意されていることはありますか。 

 

小笹医師 ：感染対策として、患者さんには検査 10 日前から、体調管理のために「予定検査・

入院前症状日誌」を記載して当日持参してもらい、検査可能かどうかの判断に用いています。実

際に発熱のため検査をお断りしたこともあり、患者さんからの発熱の連絡で検査を延期するなど

ご協力をいただいています。 

 

板谷看護師 ：医療従事者は、N95マスク、ガウン等を着用し実施しています。 

 

資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 ：検査数の減少に対する対策はありますか。 

 

小笹医師 ：日帰り入院大腸内視鏡検査を 2020 年 8 月より開始しました。コロナ禍で入院患者

の減少も続いており、病棟を活用することを考えました。 

当日の朝、入院し自室で下剤を服用します。検査までは自室で待機となるため、下剤服用後の体

調管理、観便など看護師がサポートしてくれるメリットがあります。特に 75 歳以上の高齢者は、

入院費約 4000 円で上記のサポートが受けられ、検査後も、一息ついてから帰宅することができ

ます。また、状態が改善しない場合は、そのまま入院し治療を受けていただいています。なお、

コロナ禍の現在は、入院当日にPCR検査の実施をお願いしています。 

 

当院における大腸内視鏡検査時の新型コロナウイルス感染対策

医療従事者 患者

体温
呼吸器症状
倦怠感
味覚異常
腹部症状
同居人感染者の有無
感染者との接触歴

・ゴーグル
・N95マスク
・ガウン
・グローブ
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板谷看護師 ：病棟では個室を利用できます。個室料は無料となっております。下剤服用後は、

何度もトイレにいくため、自室で気兼ねすることなくプライバシーを確保することができます。

高齢者にとっては個室で楽だったと大変好評をいただいています。 

 

資料2 

 

司会 ：日帰り入院大腸内視鏡検査の流れを詳しく教えてください。 

 

資料3 
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板谷看護師 ：地域医療連携室経由で予約された患者さんは、当日コロナウイルス PCR 検査を

実施していただいています。 

 

司会 ：話は変わりますが、鎮静剤使用による上部内視鏡検査は実施していますか。 

 

小笹医師 ：患者さんの希望があれば行っています。メリットは、鎮静をすることによって 苦

痛をあまり感じることなく検査を受けられるため、検査に対する恐怖心をなくすことができ、２

回目以降の検査が抵抗なく受けることができる等があげられます。 

但し、鎮静剤の使用による呼吸抑制や血圧低下による重篤な合併症のリスクもあり、その説明の

ため、検査前に事前に消化器内科を受診していただくことになります。また、薬の鎮静作用が残

ることもあるため、車やバイクでの来院はご遠慮いただいています。 

 

小笹医師 ：コロナ禍で、本当に検査を必要とする人の検査ができているか、検査が遅れること

で早期発見ができていないのではないかと危惧される中、内視鏡検査数を増やすための対策を検

討し、これからも安心・安全な医療と感染対策を第一に考えた内視鏡検査を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 12月 29日（水）～令和 4年 1月 3日（月） 
 

 

 

なお、救急外来は平常どおり対応を行っておりますので、 

内科・外科系のホットラインをご利用ください。 

何かとご不便をおかけしますが、よろしくご配慮の程お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 


